
序住
心
院
は
現
在
、
京
都
郊
外
の
岩
倉
に
堂
宇
を
構
え
て
い
る
が
、
昭
和
六
十
三
年
ま
で
は
洛
中
東
洞
院
六
角
上
ル
に

あ
り
、
か
つ
て
は
頂
法
寺
六
角
堂
の
寺
中
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
住
心
院
は
江
戸
時
代
中
期
ま
で
勝
仙
院
と
名
乗
っ
て
い

た
の
で
あ
り
、
ま
た
一
方
、
住
心
院
と
い
う
名
称
の
寺
院
も
鎌
倉
時
代
以
来
の
由
緒
が
あ
っ
た
（
そ
の
経
緯
は
解
説
に

譲
る
）。
さ
ら
に
住
心
院
は
全
国
の
本
山
派
山
伏
を
統
べ
る
聖
護
院
門
跡
の
院
家
先
達
と
し
て
、
明
治
初
年
ま
で
全
国

的
に
広
大
な
霞
を
所
有
し
て
い
た
。
そ
の
霞
の
下
に
は
優
に
一
万
人
を
超
す
で
あ
ろ
う
年
行
事
・
准
年
行
事
・
同
行
な

ど
が
い
て
、
実
に
本
山
派
修
験
全
体
の
お
よ
そ
半
分
近
く
の
勢
力
を
住
心
院
が
占
め
て
い
た
。
ま
た
明
治
初
年
の
神
仏

分
離
ま
で
は
、
京
都
東
山
今
熊
野
の
新
熊
野
神
社
の
別
当
も
、
代
々
住
心
院
の
住
職
が
兼
ね
て
い
た
。

そ
の
住
心
院
に
貴
重
な
古
文
書
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
早
く
大
正
十
三
年
に
中
村
直
勝
が
『
修
験
』
誌
五
号
に

「
御
師
と
檀
那
と
先
達
―
住
心
院
文
書
に
つ
い
て
―
」
と
題
し
て
紹
介
し
た
り
、
昭
和
二
年
に
東
京
帝
国
大
学
史
料
編

纂
所
に
よ
っ
て
住
心
院
文
書
の
影
写
本
が
作
成
さ
れ
た
り
、
さ
ら
に
宮
内
庁
書
陵
部
に
も
「
住
心
院
蔵
古
文
書
」
と
題

す
る
影
写
本
一
冊
が
所
蔵
さ
れ
る
な
ど
、
学
界
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
住
心
院
文
書
は
室
町
時
代
い
ら
い
の

先
達
の
姿
を
書
き
と
ど
め
、
修
験
道
史
を
研
究
す
る
う
え
で
か
け
替
え
の
な
い
史
料
群
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
惜
し

く
も
、
明
治
以
降
に
相
当
数
散
逸
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

こ
の
た
び
住
心
院
に
現
蔵
さ
れ
る
文
書
を
中
心
に
、
天
理
図
書
館
保
井
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
文
書
、
東
大
史
料
編
纂

i



所
の
影
写
本
に
の
み
残
る
文
書
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
影
写
本
、
そ
し
て
住
心
院
か
ら
流
出
し
た
と
見
ら
れ
る
文
書
を
収

集
し
、
さ
ら
に
幸
い
記
録
類
に
書
き
留
め
ら
れ
て
残
っ
た
文
書
や
、
若
干
で
は
あ
る
が
既
刊
の
史
料
集
に
収
載
さ
れ
て

い
る
文
書
、
あ
る
い
は
聖
護
院
文
書
の
中
か
ら
な
ど
、
住
心
院
関
係
の
史
料
を
付
け
加
え
、『
住
心
院
文
書
』
と
い
う

一
冊
の
史
料
集
と
し
て
出
版
を
企
図
し
た
次
第
で
あ
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月

首
藤
善
樹

坂
口
太
郎

青
谷
美
羽
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凡

例

一
本
書
は
明
治
に
至
る
ま
で
、
本
山
修
験
院
家
先
達
で
あ
っ
た
住
心
院
の
所
蔵
文
書
を
収
め
、
出
来
る
限
り
旧
蔵
文
書
も
採
集
し
、

さ
ら
に
若
干
の
関
連
史
料
を
併
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
原
則
と
し
て
年
月
日
順
に
配
列
し
た
が
、
年
代
が
確
定
で
き
な
い
も
の
は
適
宜
、
そ
の
頃
と
思
わ
れ
る
箇
所
、
あ
る
い
は
関
連
す

る
文
書
に
付
随
し
て
収
め
た
。

一
校
正
作
業
中
、
滋
賀
県
大
津
市
園
城
寺
所
蔵
住
心
院
文
書
二
十
六
点
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
う
ち
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
文
書
が
十
八
点
あ
り
、
そ
の
分
は
年
代
に
拘
わ
ら
ず
巻
尾
に
付
け
加
え
追
補
し
た
。

一
翻
刻
に
さ
い
し
て
は
原
則
と
し
て
現
在
通
用
の
字
体
に
改
め
た
が
、
固
有
名
詞
な
ど
一
部
、
歴
史
的
な
旧
字
体
を
残
し
た
場
合
も

あ
る
。
編
者
の
判
断
で
文
書
名
を
付
け
、
適
宜
、
句
読
点
を
打
っ
た
。
ま
た
原
文
書
に
見
ら
れ
る
欠
字
・
平
出
な
ど
は
、
そ
の
表

示
を
割
愛
し
た
。

一
文
書
を
理
解
す
る
補
助
と
し
て
、
若
干
の
注
を
付
し
た
。

一
史
料
本
文
と
注
は
三
人
の
編
者
が
責
任
を
共
有
す
る
共
同
作
業
で
あ
り
、
巻
末
の
解
説
は
各
人
が
責
任
を
も
つ
署
名
原
稿
と
し

た
。

凡 例
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二
月
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
四
四

六
三

持
福
院
有
誓
・
新
熊
野
成
慶
連
署
書
状
草
案

（
年
月
日
不
詳
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
四

六
四

穴
山
信
君
書
状

永
禄

十
年（
一
五
六
七
）

七
月
十
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
四
五

六
五

穴
山
信
君
書
状

（
年
不
詳
）

七
月

四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
四
六

六
六

穴
山
信
君
書
状

（
年
不
詳
）

九
月
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
四
七

六
七

聖
護
院
道
増
書
状

永
禄

十
年（
一
五
六
七
）
十
二
月
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
四
七

六
八

聖
護
院
道
増
書
状

（
年
不
詳
）

六
月

七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
四
八

六
九

今
川
直
政
書
状

（
年
不
詳
）

八
月
廿
九
日
…
…
…
…
…
…
…
…
四
八

七
〇

武
田
信
玄
書
状

（
年
不
詳
）

七
月

八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
〇

七
一

武
田
信
玄
書
状

（
年
不
詳
）

七
月

十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
一

七
二

武
田
信
玄
書
状

（
年
不
詳
）

七
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
一

七
三

武
田
信
玄
判
物

永
禄
十
一
年（
一
五
六
八
）

正
月
廿
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
二
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七
四

武
田
信
玄
書
状

永
禄
十
一
年（
一
五
六
八
）

三
月

三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
二

七
五

足
利
義
昭
御
内
書

（
年
不
詳
）

九
月
廿
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
三

七
六

知
行
宛
行
状

（
年
不
詳
）

六
月

七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
四

七
七

武
田
信
玄
条
目

元
亀

三
年（
一
五
七
二
）

七
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
四

七
八

武
田
勝
頼
安
堵
状

天
正

四
年（
一
五
七
六
）

六
月
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
五

七
九

武
田
勝
頼
安
堵
状

天
正

四
年（
一
五
七
六
）

六
月
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
五

八
〇

武
田
勝
頼
書
状

（
年
不
詳
）

十
月
廿
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
六

八
一

浅
黄
貝
緒
免
許
状

天
正

五
年（
一
五
七
七
）閏

七
月

四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
六

八
二

小
山
田
玄
怡
書
状

（
年
不
詳
）

六
月
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
七

八
三

蘆
田
幸
家
書
状

（
年
不
詳
）

七
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
八

八
四

大
槻
高
継
書
状

（
年
不
詳
）

七
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
八

八
五

跡
部
勝
資
書
状

（
年
不
詳
）

十
月
廿
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
五
九

八
六

北
条
氏
直
判
物

天
正
十
一
年（
一
五
八
三
）

正
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
〇

八
七

北
条
氏
邦
禁
制

天
正
十
一
年（
一
五
八
三
）

三
月
廿
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
一

八
八

北
条
氏
直
判
物

天
正
十
二
年（
一
五
八
四
）

三
月

九
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
一

八
九

盛
楽
坊
明
運
請
文

天
正
十
三
年（
一
五
八
五
）

八
月
廿
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
二

九
〇

毛
利
輝
元
書
状

（
年
不
詳
）

正
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
三

九
一

徳
川
家
康
黒
印
状

（
年
不
詳
）

九
月
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
三

九
二

徳
川
家
康
書
状

（
年
不
詳
）

十
月
廿
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
四

九
三

徳
川
氏
奉
行
人
連
署
状

天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）

九
月

晦
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
四
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九
四

是
庵
如
雪
書
状

（
年
不
詳
）

十
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
五

九
五

是
庵
如
雪
書
状

（
年
不
詳
）

十
月

晦
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
六

九
六

本
多
広
孝
書
状

（
年
不
詳
）

十
一
月
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
七

九
七

本
多
広
孝
書
状

（
年
不
詳
）

五
月
廿
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
七

九
八

本
多
広
孝
書
状

（
年
不
詳
）

十
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
八

九
九

本
多
広
孝
書
状

（
年
不
詳
）

十
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
九

一
〇
〇

本
多
広
孝
書
状

（
年
不
詳
）

十
月
廿
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
六
九

一
〇
一

酒
井
忠
次
書
状

（
年
不
詳
）

十
月
十
九
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
〇

一
〇
二

酒
井
忠
次
書
状

（
年
不
詳
）

十
一
月

二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
一

一
〇
三

酒
井
忠
次
書
状

（
年
不
詳
）

三
月
廿
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
一

一
〇
四

徳
川
家
康
朱
印
状

天
正

廿
年（
一
五
九
二
）

正
月
廿
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
二

一
〇
五

聖
護
院
道
澄
書
状

（
年
不
詳
）

九
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
三

一
〇
六

小
野
高
光
書
状

（
年
不
詳
）

十
二
月
晦
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
三

一
〇
七

秦
比
高
寛
書
状

（
年
不
詳
）

十
二
月
廿
九
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
四

一
〇
八

雑
務
坊
源
春
書
状

（
年
不
詳
）

四
月
廿
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
四

一
〇
九

杉
本
坊
周
為
・
雑
務
坊
源
春
連
署
書
状

（
年
不
詳
）

三
月
廿
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
五

一
一
〇

柴
庵
玄
派
・
雑
務
坊
源
春
連
署
書
状

（
年
不
詳
）

八
月

十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
六

一
一
一

後
陽
成
天
皇
口
宣
案

文
禄

四
年（
一
五
九
五
）

五
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
七

一
一
二

後
陽
成
天
皇
口
宣
案

慶
長

三
年（
一
五
九
八
）

七
月

三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
七

一
一
三

聖
護
院
興
意
親
王
令
旨

慶
長

十
年（
一
六
〇
五
）

四
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
八
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一
一
四

聖
護
院
興
意
親
王
書
状

（
年
不
詳
）

正
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
八

一
一
五

先
達
代
官
補
任
状

慶
長

十
年（
一
六
〇
五
）

八
月

…
…
…
…
…
…
…
…
七
九

一
一
六

池
坊
専
好
屋
敷
譲
状

慶
長
十
五
年（
一
六
一
〇
）閏

二
月
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
七
九

一
一
七

大
井
法
花
堂
遺
跡
安
堵
状

慶
長

廿
年（
一
六
一
五
）閏

六
月

五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
〇

一
一
八

金
地
院
崇
伝
・
板
倉
勝
重
連
署
書
状

元
和

元
年（
一
六
一
五
）

八
月
廿
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
〇

一
一
九

勝
仙
院
増
堅
書
状

元
和

元
年（
一
六
一
五
）

九
月

一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
一

一
二
〇

後
水
尾
天
皇
口
宣
案

元
和

三
年（
一
六
一
七
）

三
月
廿
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
二

一
二
一

徳
川
秀
忠
黒
印
状

（
年
不
詳
）

十
一
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
二

一
二
二

徳
川
秀
忠
黒
印
状

（
年
不
詳
）

霜
月

晦
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
三

一
二
三

野
中
助
右
衛
門
等
連
署
書
状

（
年
不
詳
）

六
月
廿
九
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
三

一
二
四

勝
仙
院
澄
存
書
状

（
年
不
詳
）

三
月
廿
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
四

一
二
五

勝
仙
院
澄
存
書
状
写

（
年
不
詳
）

七
月

三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
五

一
二
六

後
水
尾
天
皇
口
宣
案

寛
永

元
年（
一
六
二
四
）
十
二
月
廿
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
六

一
二
七

後
水
尾
天
皇
口
宣
案

寛
永

四
年（
一
六
二
七
）

正
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
六

一
二
八

明
正
天
皇
口
宣
案
写

寛
永

七
年（
一
六
三
〇
）

正
月
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
七

一
二
九

極
楽
院
証
文
借
用
状

寛
永

九
年（
一
六
三
二
）

十
月
廿
九
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
七

一
三
〇

明
正
天
皇
口
宣
案

寛
永
十
四
年（
一
六
三
七
）

三
月

二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
八

一
三
一

上
野
国
先
達
職
安
堵
状

寛
永
十
七
年（
一
六
四
〇
）

八
月

十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
九

一
三
二

聖
護
院
道
晃
親
王
書
状

寛
永
十
七
年（
一
六
四
〇
）

八
月

十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
八
九

一
三
三

後
光
明
天
皇
口
宣
案

慶
安

五
年（
一
六
五
二
）

三
月

廿
日
…
…
…
…
…
…
…
…
九
〇
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一
三
四

聖
護
院
道
晃
親
王
・
道
寛
親
王
連
署
依
頼
状
写
（
年
不
詳
）

霜
月

八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
九
〇

一
三
五

若
王
子
澄
存
処
分
状

慶
安

五
年（
一
六
五
二
）

七
月

…
…
…
…
…
…
…
…
九
一

一
三
六

江
戸
幕
府
高
家
衆
達
書
写

承
応

元
年（
一
六
五
二
）

八
月
廿
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
九
八

一
三
七

御
檀
那
配
分
之
帳

承
応

元
年（
一
六
五
二
）
十
一
月

五
日
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
一

一
三
八

後
光
明
天
皇
口
宣
案

承
応

二
年（
一
六
五
三
）
十
二
月
廿
四
日
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
四

一
三
九

後
西
天
皇
口
宣
案

明
暦

二
年（
一
六
五
六
）

五
月

二
日
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
五

一
四
〇

後
西
天
皇
口
宣
案

万
治

元
年（
一
六
五
八
）閏
十
二
月
廿
二
日
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
五

一
四
一

後
西
天
皇
宣
旨

万
治

元
年（
一
六
五
八
）後
十
二
月
廿
二
日
院
…
…
…
…
…
…
一
〇
六

一
四
二

後
西
天
皇
口
宣
案

寛
文

元
年（
一
六
六
一
）
十
二
月
廿
四
日
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
六

一
四
三

霊
元
天
皇
口
宣
案

寛
文

五
年（
一
六
六
五
）

三
月

五
日
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
七

一
四
四

新
熊
野
社
別
当
職
補
任
状

（
年
不
詳
）

七
月
廿
三
日
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
七

一
四
五

霊
元
天
皇
口
宣
案

延
宝

元
年（
一
六
七
三
）
十
一
月
十
九
日
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
八

一
四
六

霊
元
天
皇
口
宣
案

延
宝

六
年（
一
六
七
八
）

三
月
廿
四
日
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
九

一
四
七

霊
元
天
皇
口
宣
案

延
宝

八
年（
一
六
八
〇
）

二
月

三
日
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
九

一
四
八

霊
元
天
皇
口
宣
案

延
宝

九
年（
一
六
八
一
）

八
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
一
一
〇

一
四
九

霊
元
天
皇
口
宣
案

天
和

元
年（
一
六
八
一
）
十
一
月
廿
一
日
…
…
…
…
…
…
…
一
一
〇

一
五
〇

霊
元
天
皇
口
宣
案

貞
享

二
年（
一
六
八
五
）

五
月
廿
二
日
…
…
…
…
…
…
…
一
一
一

一
五
一

駿
河
・
遠
江
国
先
達
職
補
任
状

貞
享

三
年（
一
六
八
六
）

五
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
一
一
一

一
五
二

肥
前
国
先
達
職
補
任
状

貞
享

三
年（
一
六
八
六
）

五
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
一
一
二

一
五
三

霊
元
天
皇
口
宣
案

貞
享

四
年（
一
六
八
七
）

二
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
一
一
三
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一
五
四

中
務
光
有
・
岩
坊
祐
勝
連
署
書
状

元
禄

三
年（
一
六
九
〇
）

九
月
廿
五
日
…
…
…
…
…
…
…
一
一
三

一
五
五

東
山
天
皇
宣
旨

元
禄

六
年（
一
六
九
三
）

五
月

六
日
…
…
…
…
…
…
…
一
一
四

一
五
六

丹
波
国
先
達
職
免
許
状

元
禄

七
年（
一
六
九
四
）

四
月
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
一
一
四

一
五
七

東
山
天
皇
口
宣
案

元
禄
十
三
年（
一
七
〇
〇
）
十
二
月

九
日
…
…
…
…
…
…
…
一
一
五

一
五
八

東
山
天
皇
口
宣
案

宝
永

二
年（
一
七
〇
五
）

二
月
廿
五
日
…
…
…
…
…
…
…
一
一
五

一
五
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住
心
院
と
勝
仙
院
の
歴
代

首
藤
善
樹

一

中
世
の
住
心
院

住
心
院
初
代
長
乗

「
住
心
院
伝
記
」（
本
書
一
八
二
号
。
以
下
、
番
号
の
み
表
示
し
た
も
の
は
本
書
所
収
）
と
「
三
暦
」（
一
八

〇
号
）
は
、
住
心
院
の
歴
代
の
最
初
に
覚
愉
を
あ
げ
て
い
る
。「
住
心
院
過
去
帳
」（
一
八
四
号
）
は
覚
愉
を
あ
げ
て
い
な
い
が
、
一

般
に
住
心
院
初
代
と
さ
れ
る
長
乗
に
「
当
院
第
二
」
と
注
記
し
て
い
る
。
ま
た
「
住
心
院
古
代
中
興
歴
数
并
勝
仙
院
歴
代
」（
一
八

一
号
）
は
長
乗
か
ら
始
ま
り
、
覚
愉
を
記
さ
な
い
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
江
戸
時
代
に
下
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
す

で
に
住
心
院
の
草
創
に
つ
い
て
は
不
詳
と
な
っ
て
い
た
と
見
え
る
。

「
伝
法
灌
頂
血
脈
譜
」（『
園
城
寺
文
書
』
第
七
巻
所
収
）
に
よ
る
と
覚
愉
は
住
心
房
と
号
し
、
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
七
月
七

日
、
京
都
東
山
鹿
ヶ
谷
に
あ
っ
た
如
意
寺
に
お
い
て
如
意
寺
法
印
慶
範
に
従
い
伝
法
灌
頂
の
入
壇
を
し
て
い
る
。
こ
の
覚
愉
は
住
心

房
と
号
し
た
が
、
い
ま
だ
「
住
心
院
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
長
乗
と
は
伝
法
灌
頂
を
受
け
た
年
代
が
五
十
一
年
も

あ
い
て
い
て
、
覚
愉
と
長
乗
の
関
係
も
判
然
と
し
な
い
。
現
在
の
住
心
院
で
は
、
こ
の
覚
愉
を
始
祖
と
し
て
い
る
。

つ
い
で
諸
書
に
長
乗
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。「
住
心
院
過
去
帳
」
に
長
乗
は
「
寛
乗
資

当
院
第
二

童
名
日
増
」
と
あ
る
。
こ

の
記
載
に
し
た
が
え
ば
、
寛
乗
が
住
心
院
の
初
代
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
現
在
、
住
心
院
で
は
長
乗
を
初
代
と
し
て
い
る
。
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長
乗
は
難
波
出
雲
守
藤
原
長
貞
の
子
で
、
一
印
房
と
号
し
住
心
院
に
住
し
た
（
伝
法
灌
頂
血
脈
譜
）。『
尊
卑
分
脈
』
に
は
「
寺
長
乗

大
阿
闍
梨

住
心
院

大
僧
正
」
と
あ
る
。
長
乗
は
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
十
一
月
五
日
に
八
十
歳
で
寂
し
た
（
伝
法
灌
頂
血

脈
譜
）。
な
お
長
乗
の
詳
細
な
事
績
は
、
本
書
の
別
稿
の
解
説
「
住
心
院
初
代
長
乗
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

住
心
院
は
鎌
倉
時
代
か
ら
天
台
宗
寺
門
派
の
有
力
な
寺
院
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

住
心
院
第
二
代
道
猷

道
猷
は
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）、
長
乗
の
室
に
入
り
剃
髪
受
戒
し
た
（
三
井
続
灯
記
）。
延
慶
三
年
（
一

三
一
〇
）
十
一
月
十
一
日
、
三
十
一
歳
の
と
き
園
城
寺
唐
院
に
お
い
て
長
乗
に
従
い
伝
法
灌
頂
の
入
壇
を
し
、
暦
応
三
年
（
一
三
四

〇
）
十
二
月
二
十
四
日
に
一
度
、
円
明
寺
で
授
法
し
て
い
る
。
前
権
僧
正
道
猷
は
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
十
二
月
十
五
日
、
八
十

歳
で
寂
し
た
（
伝
法
灌
頂
時
の
年
齢
か
ら
算
出
す
る
と
七
十
五
歳
と
な
る
―
―
伝
法
灌
頂
血
脈
譜
・
三
井
続
灯
記
）。「
三
井
続
灯

記
」
に
道
猷
は
一
生
「
新
金
峯
山
」
に
住
す
と
あ
り
、
修
験
と
の
な
ん
ら
か
の
関
係
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
正
和
四
年
（
一
三
一

五
）
五
月
二
十
四
日
、
大
吉
祥
院
に
お
い
て
「
烏
蒭
大
輪
伝
受
記
」
を
著
し
た
（
妙
法
院
所
蔵
奥
書
）。

住
心
院
第
三
代
豪
猷

豪
猷
は
「
三
井
続
灯
記
」
の
伝
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）、
誕
生
。
永

和
元
年
（
一
三
七
五
）
五
月
八
日
、
常
住
院
良
瑜
に
従
い
伝
法
灌
頂
入
壇
。
南
滝
に
奉
仕
一
千
日
。
両
峯
先
達
九
箇
度
。
門
子
に
深

基
と
い
う
者
あ
り
。
ま
た
先
達
位
に
居
す
こ
と
十
二
度
。

右
の
伝
に
よ
る
と
豪
猷
は
三
井
修
験
道
の
流
れ
を
く
み
、
大
峯
・
葛
城
嶺
に
入
峯
し
、
熊
野
参
詣
の
先
達
を
勤
め
て
い
た
。
豪
猷

は
修
験
を
兼
帯
し
、
熊
野
参
詣
先
達
の
道
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。
伝
法
灌
頂
の
師
が
、
三
山
・
新
熊
野
検
校
、
南
滝
奉
仕
一
千
日
、

大
峯
抖
擻
四
ヶ
度
と
さ
れ
る
常
住
院
良
瑜
で
あ
る
こ
と
も
因
縁
が
あ
ろ
う
。

豪
猷
は
三
条
家
の
息
で
、
僧
正
に
任
じ
ら
れ
た
（
住
心
院
古
代
中
興
歴
数
并
勝
仙
院
歴
代
）。
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
九
月
十

五
日
、
相
国
寺
に
足
利
義
詮
三
十
三
年
忌
追
善
の
た
め
七
重
大
塔
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
供
養
の
散
花
師
の
一
人
と
し
て
出
仕
し
た
と
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い
う
（
三
暦
）。

と
こ
ろ
で
豪
猷
は
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
二
月
二
十
一
日
、
良
瑜
か
ら
大
悲
寺
僧
正
遺
跡
熊
野
参
詣
檀
那
な
ら
び
に
上
分
物
等

の
管
領
を
承
認
さ
れ
て
い
る
（
二
号
）。
そ
の
文
書
は
住
心
院
に
現
蔵
さ
れ
る
も
の
で
、
中
世
に
お
け
る
住
心
院
の
存
在
を
確
実
に

示
す
初
見
史
料
で
あ
る
。「
住
心
院
伝
記
」（
一
八
二
号
）
は
差
出
者
で
あ
る
「
法
印
」
を
「
乗
々
院
良
縁
歟
」
と
し
、
聖
護
院
の
院

家
若
王
子
の
関
与
を
示
唆
し
て
い
る
。
大
悲
寺
僧
正
遺
跡
と
あ
る
の
み
で
具
体
的
な
地
名
な
ど
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
応
永
二
十

九
年
（
一
四
二
二
）
十
月
十
九
日
付
の
聖
護
院
道
意
御
教
書
（
七
号
）
に
「
大
悲
寺
僧
正
遺
跡
熊
野
参
詣
諸
檀
那
内
、
斯
波
殿
御
一

家
奥
州
大
将
并
被
官
人
之
先
達
職
上
分
等
」
と
あ
り
、
斯
波
殿
御
一
家
奥
州
大
将
な
ら
び
に
被
官
人
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
斯
波

氏
は
室
町
幕
府
の
管
領
と
し
て
知
ら
れ
、
陸
奥
国
斯
波
郡
を
領
有
し
、
子
孫
は
奥
州
探
題
・
羽
州
探
題
と
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
豪
猷
は
翌
康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
二
月
十
一
日
に
甲
斐
武
田
一
族
な
ら
び
に
被
官
人
等
の
熊
野
参
詣
先
達
職
、
同
年
二

月
十
六
日
に
甲
斐
国
・
同
鶴
郡
四
十
八
郷
そ
の
他
の
保
内
十
四
ヶ
村
の
熊
野
参
詣
先
達
職
を
、
そ
れ
ぞ
れ
良
瑜
か
ら
承
認
さ
れ
て
い

る
（
三
・
四
号
）。
そ
し
て
実
際
に
そ
の
年
三
月
、
武
田
氏
の
後
室
と
そ
の
供
の
人
た
ち
九
人
を
熊
野
へ
導
い
た
（
五
号
）。

そ
の
後
、
良
瑜
が
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
八
月
二
十
一
日
に
寂
し
た
の
ち
、
応
永
五
年
三
月
二
十
日
に
千
光
院
道
意
か
ら
大
悲

寺
僧
正
遺
跡
熊
野
参
詣
檀
那
な
ら
び
に
上
分
物
等
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
（
六
号
）。
道
意
は
良
瑜
の
弟
子
で
、
明
徳
二
年
（
一
三
九

一
）
に
聖
護
院
を
継
承
し
て
い
る
。

豪
猷
の
入
寂
に
つ
い
て
「
三
井
続
灯
記
」
は
応
永
三
十
一
年
（
一
四
二
四
）
十
二
月
十
二
日
卒
、
九
十
一
歳
と
記
し
て
い
る
。
し

（
マ
マ
）

か
し
、
後
崇
光
院
（
伏
見
宮
貞
成
親
王
）
の
日
記
で
あ
る
「
看
聞
日
記
」
応
永
二
十
八
年
二
月
十
九
日
条
に
は
「
抑
豪
融
僧
正
円
寂

事
、
旧
冬
月
迫
之
間
不
訪
之
」
と
あ
り
、
実
際
の
豪
猷
の
入
寂
は
応
永
二
十
七
年
十
二
月
、
享
寿
は
八
十
七
歳
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
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